
青少年交換プログラムの流れ【１】
国際ロータリー第２６４０地区　青少年交換委員会

地区 クラブ 学校

５月

各クラブに次々年度の受け入れ学
生の募集を始めるよう促す。地区
協議会で概略説明。

地域の学校へ交換プログラムの案
内をする。

クラブから届いた募集要項を掲示
する。

６月

７月

８月

スポンサーＲＣに試験日の通知を
する。次年度、受け入れのみ可能
のクラブを探す。

試験日等のお知らせを学校に送
る。地区委員会に仮申請書を送付
する。学生に選考試験の通知

試験に関する情報を学生に知らせ
る。

９月

派遣学生のための選考試験を実
施する。試験科目は、英語、小論
文、面接。欠席者は失格。申請書
必要部数の発注。

再度、試験日の確認を行なう。試
験会場への同伴は不要。保護者は
説明会参加のため学生に同伴。

１０月

試験結果をクラブに通知する。
第１回オリエン案内をする。アメリカ
等希望者の多い地区に受け入れ
要請をしておく。

試験結果を学生と学校に知らせ
る。第１回オリエンテーションの案
内をする。クラブ青少年交換委員
長会議。

試験結果を学生に知らせる。第１
回オリエンテーションの案内をす
る。

１１月

派遣先の調整をする。学生に申請
書を作成させる。担当委員がクラブ
に送付し必要な署名を得る。

申請書に会長・幹事の署名をす
る。学生を例会に招き、自己紹介・
抱負などを語らせる。学生のカウン
セラーを選任する。

申請書に学校長の署名、校印。学
生の成績証明書の作成。できれば
この頃に一度クラブを訪問し情報を
交換しあう。

１２月

交換決定地区へ申請書を送る。未
決地区との連絡。派遣学生第２回
オリエンテーション

受入学生との第２回交流会に参加
させる。クリスマスの頃。

派遣先が決定した学生にはその国
の言語・風習・歴史などを学ばせ
る。

１月
相手地区との連絡を密にする。短
期交換希望クラブの募集。交換先
をさがす。

短期交換を希望するクラブは、地
区委員会に申し出る。

２月

早ければこの頃に相手地区から受
入学生の申請書が届く。派遣学生
への第３回オリエンテーション。

派遣学生のオリエンテーションにつ
いての案内を学生に送る。受入が
決まればホストカウンセラーを選任
する。

３月

受入学生の申請書が届き次第、ホ
ストＲＣの選定と受入依頼をする。
長期派遣学生の制服・名刺・バッジ
手配。

地区から受入学生のホスト要請が
あれば協力をする。性別・国籍・人
種を理由に断らない。

受入学生のホスト高校になることを
正式に決める。ＧＦの署名等。受入
学生の学年・クラスなどを決定す
る。

４月

相手地区から派遣学生のＧＦが届
けばＪＴＢに送付する。同時に受入
学生のＧＦ完成の手続きをとる。

第２回青少年交換委員長会議　受
入学生のビザ申請に必要な書類に
関係者の署名を集める。

派遣学生が相手国のホスト家庭と
連絡をとるのを手伝う。

５月

派遣学生のための第４回オリエン
テーション実施。短期交換の準備
をする。

派遣学生にオリエンテーションの案
内をする。短期交換学生の募集。

６月
フライトスケジュール等につき相手
地区と最終連絡。

受入学生のホスト家庭選定作業に
入る。できれば４家庭を見つける。

受入学生のホスト家庭をさがすクラ
ブに協力をする。

７月

派遣学生第５回最終オリエンテー
ションで旅券・航空券・乗り換え等
の最終確認をする。到着確認。短
期交換学生の到着・出発等の確
認。

出発前に例会に出席させ、出発前
のスピーチをさせる。空港まで見送
る。到着確認を行なう。短期交換学
生の到着・出発等の確認。

出発前の注意などを与える。

応募の受付
〆切は7/31厳守

学校で応募者があれば学生と面接
を行い、理事会でスポンサークラブ
になる決議をする。

応募者があれば関係のクラブに申
し出る。仮申請書は直接Ｇ事務所
に送れない。
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８月

到着確認をする。受入学生へのオ
リエンテーションを実施。
短期派遣学生の帰国確認をし、そ
の報告会を開く。

受入学生の出迎えをする
オリエンテーションに出席させる
例会に出席・スピーチをさせる
制服・教材等の準備、保険・外人登
録・市長表敬訪問

学生と面接、学校生活の情報を与
える。

９月

受け入れ学生に英文で１年間の大
まかな行事予定を知らせる。

できれば日本語を習得させるため
の計画を立てる。国際交流協会な
どの日本語教室などを利用。

学校生活開始。国語の古典などは
受け入れ学生にとっては理解出来
ないため、他の授業を受けさせても
よい。

１０月

次年度派遣予定の学生との交流
会で自国の情報を提供し、自国の
ＰＲも行う。他の受入学生やＲＯＴＥ
Ｘとの交流も。

研修会に参加をさせる。クラブカウ
ンセラーは受入学生が生活になじ
めるよう相談に乗る。クラブ交換委
員長会議。

１１月

１２月

次年度派遣予定の学生ＲＯＴＥＸと
の交流。南半球長期受入学生修了
証書授与式。

南半球からの学生を受け入れてい
るクラブは修了証書授与式に学生
を出席させる。

１月
日本の首都である東京を見学させ
る。

南半球長期受入学生帰国。

２月
受入学生のホスト家庭・ホストカウ
ンセラー懇談会。

受入学生のホスト家庭・ホストカウ
ンセラー懇談会。

３月

４月

クラブ青少年交換委員長会議。 クラブ青少年交換委員長会議。今
年度の交換についての問題点を話
し合うと共に、次年度の交換につい
ての説明を受ける。

５月
広島（宮島・原爆資料館等）その他
の場所を見学させる。

６月

初旬に、ホストファミリーの一覧表
を作成し、感謝状と修了証書の準
備をしておく。

７月

受入学生の修了証書授与式。ホス
トファミリーへの感謝状授与。受入
学生帰国。

地区の修了証書授与式に出席させ
る。送別会を開く。空港にて見送
り。到着確認。

受入学生の履修証明書を発行し学
生に交付。学生を帰国させる。

８月
派遣学生の帰国報告会。ＲＯＴＥＸ
への加入と活動の説明を受ける。

派遣学生の帰国出迎え。地区での
帰国報告会の案内。

学生は、担任等、関係の先生に帰
国の報告。

学生の両親が来日を希望する場
合、この頃が最も望ましい。

この頃に修学旅行を実施する学校
が多い。日本の各地を知るために
是非参加をさせる。参加費はクラブ
負担だが、行き先が海外である場
合には学生に一部を負担させても
よい。


